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福
岡
市
域
の
東
に
接
す
る
糟
屋
炭
田
に
所
在
し
た
志
免
鉱
業
所
は
、
一
八
八
八
年

に
海
軍
省
の
予
備
炭
田
と
し
て
指
定
さ
れ
て
以
降
、
戦
前
は
海
軍
、
戦
後
は
国
鉄
が

経
営
し
た
、
日
本
で
は
異
色
の
国
営
炭
鉱
で
あ
っ
た
。
一
八
八
九
年
に
新
原
採
炭
所

が
須
恵
村
（
現
、
須
恵
町
）
に
開
坑
し
て
主
に
日
本
海
軍
の
戦
艦
な
ど
の
燃
料
と
し

て
採
炭
さ
れ
、
一
九
〇
六
年
に
志
免
村
（
現
、
志
免
町
）
に
海
軍
採
炭
所
第
五
坑
が

開
坑
し
た
後
、
一
九
一
八
年
に
は
須
恵
村
か
ら
志
免
村
に
主
力
坑
が
移
さ
れ
る
。
一

九
二
一
年
に
は
海
軍
採
炭
所
か
ら
海
軍
燃
料
廠
採
炭
部
に
名
称
が
変
更
と
な
り
、
一

九
四
一
年
に
竪
坑
を
開
坑
す
る
。
一
九
四
五
年
の
終
戦
後
は
蒸
気
機
関
車
の
燃
料
と

な
る
石
炭
を
採
掘
す
る
た
め
、
運
輸
省
が
炭
鉱
を
引
き
継
い
で
運
輸
省
門
司
鉄
道
局

志
免
鉱
業
所
と
な
り
、
一
九
四
九
年
に
は
日
本
国
有
鉄
道
志
免
鉱
業
所
と
改
称
し
た
。

閉
山
は
一
九
六
四
年
で
、
現
在
は
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
竪
坑
櫓
が
、
往
時
を

偲
ば
せ
る
。

本
資
料
は
、
国
鉄
労
働
組
合
門
司
地
方
本
部
志
免
支
部
（
以
下
、「
国
労
志
免
支

部
」）
執
行
委
員
長
で
あ
っ
た
阿
世
賀
輝
雄
氏
（
故
人
）
が
、
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平

成
に
か
け
て
、
須
恵
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
（
以
下
、「
資
料
館
」）
に
寄
贈
し
た
志

免
鉱
業
所
関
連
資
料
で
あ
る
。
阿
世
賀
氏
は
一
九
四
六
年
に
志
免
鉱
業
所
へ
入
所
し
、

一
九
五
六
年
九
月
か
ら
国
労
志
免
支
部
執
行
委
員
長
に
就
い
た
。
遡
る
こ
と
三
ヶ
月

前
、
国
鉄
で
は
蒸
気
機
関
か
ら
鉄
道
電
化
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
へ
の
移
行
を
図
る
な
ど

の
理
由
か
ら
、
志
免
鉱
業
所
の
生
産
能
率
向
上
と
縮
小
合
理
化
を
一
九
五
六
年
六
月

に
労
使
間
で
合
意
し
た
一
方
で
、
炭
鉱
の
分
離
、
す
な
わ
ち
民
間
払
下
げ
も
検
討
し

て
い
た
。
一
九
五
八
年
四
月
、
行
政
管
理
庁
か
ら
国
鉄
総
裁
へ
の
炭
鉱
分
離
勧
告
に

よ
り
、
国
労
志
免
支
部
や
関
係
四
町
（
須
恵
町
、
志
免
町
、
粕
屋
町
、
宇
美
町
）
に

よ
る
払
下
げ
反
対
運
動
が
展
開
し
て
い
っ
た
。
日
本
の
一
般
的
な
炭
鉱
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
と
石
炭
不
況
に
よ
り
一
九
六
〇
年
代
か
ら
合
理
化
に
よ
る
縮
小
、
閉
山
に

よ
っ
て
終
息
し
て
い
く
が
、
国
鉄
経
営
の
志
免
鉱
業
所
で
は
、
機
関
車
の
燃
料
転
換

等
に
起
因
す
る
炭
鉱
分
離
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
で
、
国
か
ら
民
間
へ
の
払
下
げ
問

題
が
浮
上
し
た
。
結
局
、
志
免
鉱
業
所
の
民
間
払
下
げ
は
白
紙
と
な
っ
た
も
の
の
、

こ
の
過
程
が
閉
山
前
に
挿
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
営
炭
鉱
な
ら
で
は
の
経
緯
と
い
え

よ
う
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
一
九
五
八
年
七
月
一
日
時
点
で
の
従
業
員
数
は
、
坑
内
員
二

【
資
料
紹
介
】
須
恵
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
　
志
免
鉱
業
所
関
連
資
料
目
録

―
―
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一
三
二
人
（
う
ち
採
炭
員
一
六
三
〇
人
）、
坑
外
員
四
七
八
人
、
そ
の
他
の
職
員
等
を

含
め
合
計
二
七
〇
三
人
で
あ
っ
た
。

一
九
五
九
年
一
月
、
運
輸
相
が
志
免
鉱
業
所
の
民
間
払
下
げ
を
内
示
し
た
こ
と
で
、

反
対
運
動
は
一
層
激
化
し
た
。
国
労
志
免
支
部
が
四
度
に
わ
た
る
二
四
時
間
ス
ト
を

決
行
し
た
こ
と
で
、
同
年
四
月
一
日
に
国
労
志
免
支
部
三
役
が
解
雇
さ
れ
、
暴
力
行

為
等
の
理
由
で
同
支
部
役
員
六
名
が
逮
捕
さ
れ
た
。
事
態
は
緊
迫
し
て
い
っ
た
が
、

払
下
げ
先
の
候
補
と
な
っ
た
三
井
、
三
菱
、
住
友
の
三
社
が
入
札
を
辞
退
し
た
た
め
、

志
免
鉱
業
所
は
国
鉄
が
引
き
続
き
縮
小
経
営
す
る
こ
と
で
、
払
下
げ
反
対
運
動
は
収

束
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
折
し
も
の
石
炭
不
況
に
は
抗
え
ず
、
一
九
六
四
年
三
月

に
国
鉄
当
局
は
組
合
と
閉
山
交
渉
を
妥
結
し
、
同
年
六
月
三
〇
日
に
国
営
の
志
免
鉱

業
所
は
閉
山
し
た
。
閉
山
後
、
従
業
員
は
炭
鉱
か
ら
国
鉄
へ
配
置
転
換
さ
れ
て
い
る
。

阿
世
賀
氏
は
国
労
志
免
支
部
執
行
委
員
長
と
し
て
、
志
免
鉱
業
所
民
間
払
下
げ
反

対
運
動
の
指
揮
を
執
っ
た
渦
中
の
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
資
料
館

へ
寄
贈
し
た
志
免
鉱
業
所
関
連
資
料
は
、
同
時
期
前
後
の
組
合
関
係
資
料
が
中
心
を

占
め
て
い
る
。
資
料
館
で
は
、
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
後
、
資
料
の
整
理
と
目
録
作

成
（
箱
別
に
書
名
、
タ
イ
ト
ル
、
収
蔵
番
号
を
記
載
）
を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

書
箱
に
収
納
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
資
料
目
録
は
、
ほ
と
ん
ど
が
阿
世
賀
氏
寄

贈
資
料
分
で
、
次
の
四
箱
分
で
あ
る
。

文
書
箱
番
号
一
九

　
テ
キ
ス
ト
等
を
含
む
炭
鉱
関
係
の
資
料

文
書
箱
番
号
二
〇

　
テ
キ
ス
ト
及
び
例
規
集
な
ど
一
般
的
な
炭
鉱
関
係
資
料
に
志

免
鉱
業
所
関
連
資
料
が
一
部
含
ま
れ
る
。

文
書
箱
番
号
二
三

　
国
鉄
労
働
組
合
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
『
国
鉄
文
化
』
が
主
で

あ
る
。『
国
鉄
文
化
』
は
、
創
刊
号
（
一
九
四
七
年
一
一
月
発
行
）
か
ら
一
九
六
九
年

一
〇
月
号
（
通
巻
二
〇
五
号
）
及
び
一
九
七
八
年
七
月
号
と
一
九
七
九
年
七
月
号
が

（
１
）

揃
う
が
、
一
部
欠
損
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
国
労
門
司
地
方
本
部
の
機
関
誌
で
あ
っ

た
『
門
鉄
広
場
』
も
三
冊
含
ま
れ
る
。

文
書
箱
番
号
二
四

　
組
合
関
係
資
料
と
『
国
労
文
化
』
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。『
国

労
文
化
』
は
国
労
の
機
関
誌
で
、『
国
鉄
文
化
』
の
後
継
誌
と
思
わ
れ
る
が
、
前
後
で

年
代
が
重
複
し
て
い
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、『
国
労
文
化
』
の
発
行

は
国
労
教
宣
部
で
あ
る
。

そ
の
他
、
文
書
箱
番
号
二
七
・
二
八
に
も
明
治
期
の
海
軍
採
炭
所
関
係
な
ど
が
少

数
含
ま
れ
る
が
、
阿
世
賀
氏
と
は
別
の
収
集
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
対
象
外
と
し
た
。

な
お
、
資
料
館
で
は
こ
の
他
、
志
免
鉱
業
所
関
連
資
料
と
し
て
『
新
原
』『
新
声
』

『
え
ん
ど
れ
す
』
を
保
管
し
て
い
る
。『
新
原
』（
一
一
巻
一
二
七
号
（
一
九
三
四
年
八

月
）
～
一
六
巻
一
九
二
号
（
一
九
三
九
年
一
一
月
）
※
一
〇
号
分
）
は
海
軍
燃
料
廠

採
炭
部
時
代
の
社
内
報
で
あ
り
、『
新
声
』（
創
刊
号
（
一
九
四
六
年
五
月
）
～
五
一

号
（
一
九
五
五
年
八
月
）
※
四
七
号
分
）
は
門
司
鉄
道
局
志
免
鉱
業
所
従
事
員
労
働

組
合
の
機
関
誌
、『
え
ん
ど
れ
す
』（
一
九
五
〇
～
六
四
年
閉
山
ま
で
の
号
外
を
含
む

全
号
※
三
一
七
号
分
）
は
志
免
支
部
の
組
合
紙
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
本

稿
で
は
紹
介
し
な
い
が
、
資
料
館
で
は
目
録
を
作
成
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
い
る
。

志
免
鉱
業
所
は
創
業
か
ら
閉
山
ま
で
国
営
炭
鉱
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
で
は
一
般

的
な
民
営
炭
鉱
と
は
異
な
る
様
相
が
あ
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
は
志
免
鉱
業
所
の
多
方
面
に
わ
た
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。

特
に
、
今
回
紹
介
し
た
資
料
群
は
、
国
営
炭
鉱
の
払
下
げ
問
題
に
関
し
て
、
組
合
側

の
視
点
が
分
析
可
能
な
資
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
資
料
館
が
一
括
し
て
保
管
す

る
志
免
鉱
業
所
関
連
資
料
か
ら
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。
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【
凡
例
】

・ 

本
目
録
は
、
須
恵
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
所
蔵
す
る
志
免
鉱
業
所
関
連
資
料
の
目
録
で

あ
る
。

・ 

本
目
録
は
、
同
館
が
作
成
し
た
目
録
を
も
と
に
、
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
。
な
お
、
収
蔵

番
号
は
、
同
館
に
て
付
し
た
番
号
で
あ
る
。

・ 

資
料
は
番
号
を
付
し
た
文
書
箱
に
収
納
し
て
い
る
た
め
、
文
書
箱
ご
と
に
配
列
し
た
。

・ 

配
列
は
、
文
書
箱
ご
と
に
収
蔵
番
号
順
に
し
た
。
た
だ
し
、『
国
鉄
文
化
』
等
の
雑
誌
に
つ

い
て
は
、
刊
行
年
順
に
並
び
替
え
た
。

・ 

文
字
の
表
記
は
、
固
有
名
詞
な
ど
を
除
き
、
常
用
の
も
の
を
用
い
た
。
ま
た
、
雑
誌
等
の

巻
号
数
な
ど
の
漢
数
字
は
ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
に
改
め
た
。

・ 

雑
誌
等
の
発
行
年
月
日
な
ど
を
含
め
、
和
暦
は
全
て
西
暦
に
改
め
て
表
示
し
た
。

・ 

目
録
に
は
、
文
書
箱
番
号
、
書
名
、
収
蔵
番
号
、
年
月
日
（
発
行
日
等
）、
作
成
者
・
発
行

者
、
主
な
内
容
、
形
態
（
紙
・
綴
・
冊
子
）、
点
数
、
備
考
の
項
を
設
け
た
。

【
註
】

（
１
）  

『
志
免
払
下
げ
の
ね
ら
い
は
何
か
―
学
識
経
験
者
の
批
判
と
提
案
』
国
鉄
労
働
組
合

門
司
地
方
本
部
教
宣
部
、
一
九
五
八
年

【
文
献
】

第
四
海
軍
燃
料
廠
編
『
海
軍
炭
鉱
五
十
年
史
』（
一
九
四
三
年
、
非
売
品
）
文
献
出
版
、
一
九
七

六
年

『
須
恵
町
誌
』
須
恵
町
、
一
九
八
三
年
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文書箱 
番　号 書　　　名 収蔵番号 年月日 作成者 / 発行者 主な内容 形態点数 備考

19 安全衛生ポケットブック 0043120 1955年？ 門司鉄道管理局 冊子 1 手帳、など

19 選炭 0201070 1943年2月5日 中久木潔著 / 修教社 冊子 1 志免鉱業所図書
室の印

19 防爆対策　現場係員編・
上巻 0201190 1945年2月10日 九州鉱山学会 / 小学

館 冊子 2 2冊あり

19 志免炭鉱問題の焦点 0205830 1959年6月 日本国有鉄道 冊子 1

19 実用坑内通気 0205850 1957年9月20日 厚見利作著 / 森北出
版 冊子 1

19 日本鉱山協会資料第75輯
　重大災害事変誌 0206120 1940年3月30日 日本鉱山協会 冊子 1

19 臨時石炭鉱業管理法の解
説 0206280 1948年5月1日 財団法人商工協会

商工省推薦 / 石炭庁監修
/ 石炭庁炭鉱国管準備室
著 / 臨時石炭鉱業管理法
の経緯 / 逐次解説、など

冊子 1

19 防爆対策　炭じん爆発篇 0206350 1950年7月1日
九州鉱山学会・石炭
坑爆発予防調査委員
会編 / 白亜書房

冊子 1

19 労働手帖 0206380 1950年 不明 冊子 1 メモ等の書き込
みあり

19 石炭鉱山保安規則の解説 0207140 1949年11月30日 炭鉱保安懇談会編 /
日英社 規則解説 冊子 1

19 火薬読本 0207150 1950年8月5日 浜田顕吉郎著 / 白亜
書房 冊子 1

19 炭鉱保安技術職員　国家
試験受験必携 0207200 1951年1月1日 福岡鉱山保安監督部

編 冊子 1 非売品、星加博
二所有銘

19 九州鉱山学会会員名簿 0207320 1951年10月20日 九州鉱山学会 会員名簿（昭和26年9月30
日現在） 冊子 1

19 鉱床学鉱山測量及測量学 0207720 （不明） 小林秀雄、講義ノート？ 綴 1 表装あり

19 改正石炭鉱山保安規則 0207760 1953年4月15日 通商産業省鉱山保安
局監修 / 白亜書房 規則集、附関係法規 冊子 2 2冊あり

19 炭鉱発破読本 0207770 1950年2月28日 毛利次著 / 日英社 冊子 1

19 日本国有鉄道志免鉱業所
　保安規程 0207800 1950年8月 日本国有鉄道志免鉱業所

保安規程 冊子 1

19 機械採炭と切羽片磐の運
搬 0207820 1934年7月20日 中久本潔著 / 修教社

書院 冊子 1 志免鉱業所図書
室の印

19 鉱山保安学 0207840 1951年1月20日 中野実編 / 産業図書
株式會社発行 冊子 1

19 第13回保安技術職員　国
家試験問題解答集 0207860 1962年3月15日 通商産業省鉱山保安

局監修 / 技術書院 冊子 1

19 防爆対策　ガス爆発篇 0207930 1950年11月25日 九州鉱山学会著 / 白
亜書房 冊子 1

19 組合運動便覧 0207990 1947年2月5日 時事通信社 便覧 冊子 1

19 鉱山機械 0208100 1941年5月9日 中久木潔著 / 修教社 冊子 1 志免鉱業所図書
室の印

19 昭和30年度　統計年報 0208180 1956年？ 志免鉱業所 志免鉱業所統計（生産、
保安、経理、厚生など） 冊子 1

19 日誌　巻之壱 0208460 1902年4月 天草郡志岐炭礦積場　海
軍採炭所　張員豊田筆生 綴 1 日誌

19 石炭鉱業の展望 0208560 1947年10月 運輸省鉄道総局総務
局統計調査課 石炭調査第5輯 冊子 1

19 絵と標語　作業教本炭砿
篇 0208680 1943年8月6日 工業技術教育研究会

編 / 国民工業学院 イラスト解説あり 冊子 1

19 炭鉱読本 0208690 1936年5月10日 筑豊石炭鉱業会 冊子 1

19 炭坑通気取締心得 0208700 1899年12月14日 細井岩彌著 / 筑豊石
炭鉱業組合事務所

「福岡工業学校第四学年藤
野七三郎」所有の銘 冊子 1

19 志免 売山の背景 0208710 1959年4月10日 河野正著 / 共栄社 河野正（衆議院議員）著 冊子 1

19 炭坑保安 0208790 1938年9月20日 石炭坑爆発予防調査
所 冊子 1 非売品

19 志免鉱業所の即時閉山は
不当である 020880A 1963年11月 国鉄労働組合 －われわれの国鉄経営持

続の展望－ 冊子 2 2冊あり

19 酸素呼吸器取扱要領 0208810 1960年3月7日 救命器技術研究会 冊子 1 非売品

19 炭砿めぐり　九州の巻 0208820 1950年7月1日 久保山雄三著 / 公論
社 冊子 1

19 志免鉱払下げの実相と解
決への提言 0208830 1959年9月20日 土谷哲晴著 / 鉄道公

論社 冊子 1

19 採炭必携 0208860 1936年3月6日
（四刷）

江川三男治編 / 知進
社 冊子 1 志免鉱業所図書

室の印

19 国有財産の行方－特に志
免炭鉱の問題点－ 020895A 1959年10月10日 河野正著 / 共栄社 河野正（衆議院議員）著 冊子 2

19 志免炭鉱の払下げは国民
の利益にならない 0208970 1959年8月 志免国民調査団 論文集（専修大学教授　

小林義雄氏論文） 冊子 1

19 志免鉱業所臨時炭量調査
団報告 0209040 1959年8月？ 志免鉱業所臨時炭量

調査団
日本国有鉄道総裁への報
告 冊子 1

19 志免炭鉱の民間払下げは
国民の利益にならない 0209050 1959年7月 志免国民調査団 小林義雄・大島藤太郎・

山川菊栄著 冊子 1 抜刷
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19
国鉄志免鉱業所　社会党
の見解に対する当局意見
に反論

0209060 1958年12月15日 日本社会党志免対策
特別委員会 冊子 1

19 九州大学石炭研究資料セ
ンター 0209160 不明 九州大学石炭研究資

料センター パンフレット 冊子 1

19 増訂再版　 日本炭砿誌
（書籍の写し） 0209190 1911年6月 高野江基太郎著 海軍採炭所、ほか抜粋

（コピー） 綴 1

20
水曜会誌臨時増刊 故中村
工学士記念号　炭礦爆發
誌

0206130 1918年9月20日
斎藤大吉編著 / 京都
帝国大学理工科大学
採鉱冶金学教室水曜
会

冊子 1 非売品

20 石炭鉱害関係法令集 0206140 不明 不明 冊子 1 「北崎進」印あり

20
なぜ志免炭鉱を払下げる
か－あなたの疑問にこた
えて－

0206170 1959年7月 日本国有鉄道 冊子 1

20 鉱害測量とその解析結果
について 0206330 1964年7月 福岡通商産業局鉱害

部 冊子 1 ㊙ならびに通し
番号あり

20 増補再販　日本炭砿誌 0206340 1911年6月 高野江基太郎 冊子 1 表装なし

20 採鑛設計 0206360 1916年5月15日 内田鯤五郎著 / 博文
館 冊子 1

20 選鉱学蒸気瓦斯機械及分
析学 0207670 不明 ノート 綴 1 小林蔵書、表装

あり
20 鉱山保安ハンドブック 0207740 1958年6月25日 山田穣編 / 朝倉書店 冊子 1

20 工業爆薬 0207790 1940年5月15日 山本祐徳著 / 財団法
人国民工業学院 冊子 1

20
鉱害関係例規集（家屋等、
公用及び公共用建物、復
旧工事とみなす工事）

0207810 1965年12月 鉱害復旧事業団連合
会 冊子 2 2冊あり

20 青年学校炭礦教科書　動
力篇　附照明 0208530 1941年6月20日 国民工業学院 教科書 冊子 1

20 志免鉱業所はなぜ閉山す
るか 0208670 1963年10月 日本国有鉄道 冊子 1

20
全国主要会社工場鉱山　
労働協約・經營協議会　
規程集

0208760 1946年9月25日 大竹鉄男編 / 産業労
働調査所 冊子 1

20 鉱業関係法全書　昭和28
年改正版 0208840 1953年9月25日 村田繁編著 / 中央文

化企業株式会社 冊子 1

20 福岡県産炭地域発展計画 0209020 1981年12月 福岡県産炭地域振興
促進協議会 冊子 1

20 石炭年鑑 0209180 1958年 大同通信社 冊子 1

20 第四海軍燃料廠記録（写
し） 0209350 1955年11月12日 不明 綴 1

20 炭坑国管と志免 0209380 1947年9月 不明 書類の綴り 綴 1

20 写真綴り「5坑作業場建
物」 0209520 不明 不明 キャプション付き 綴 1

20 写真綴り「鉱害地写真帳」 0209550 不明 志免炭鉱整理事務所
鉱害課 綴 1

20 鉱山の経営 0210130 1941年3月 松村元著 / ダイヤモ
ンド社 冊子 1 表装なし

20 （書名不明） 0210170 不明 鉱山関係書籍（断片）と
ノート 綴 1 0207670と同じ人

物のもの

23 国鉄文化 Vol 1  NO1 創刊
号 0208040A 1947年11月25日 国鉄労組本部文化部 特集はたらくものの文化、

他 冊子 1 回覧印あり

23 国鉄文化 Vol 2  NO1　第2
巻第1号 0208040B 1948年1月25日 国鉄労組本部文化部 特集文化サークルの問題、

他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 2  NO2　第2
巻第2号 0208040C 1948年2月28日 国鉄労組本部文化部 特集国鉄再建の課題、他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 2  NO3　第2
巻第3号 0208040D 1948年4月5日 国鉄労組本部文化部 特集生活文化、他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 2  NO4　第2
巻第4号 0208040E 1948年5月5日 国鉄労組本部文化部 上諏訪大会特集号 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 2  NO6　第2
巻第6号 0208040F 1948年7月5日 国鉄労組本部文化部 特集地方文化の在り方 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 2  NO8　第2
巻第8号 0208040G 1948年9月5日 国鉄労働組合文化部 8月増大号 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 2  NO9　第2
巻第9号 0208040H 1948年10月5日 国鉄労働組合文化部 秋と鉄道、他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 2  NO11　第
2巻第11号 0208040J 1948年11月15日 国鉄労働組合文化部

民主主義文化論特集 / 民
主主義特集号 / 座談会

「勤労者文学について」、
他

冊子 1

23 国鉄文化　12・1月合併号
　第3巻第1号 0208040K 1949年1月1日 国鉄労働組合文化部 特集総選挙をいかに闘う

か、他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 3  NO2　第3
巻第2号 0208040L 1949年2月20日 国鉄労働組合文化部 特集九原則論議、他 冊子 1
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23 国鉄文化　臨時号 0205860 1949年3月31日 国鉄労組本部文教部

国鉄文學者會議報告 / 法
隆寺の炎上 / 歌聲よおこ
れ / サークルに訴う / 美
術展に寄せて / 改訂號笛
なりやまず / サークル機
関誌調査報告

冊子 1

23 国鉄文化 Vol 3  NO4　第3
巻第4号 0208040M 1949年6月5日 国鉄労働組合本部 国家予算と３党の主張、

他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 3  NO5　第3
巻第5号 0208040N 1949年9月15日 国鉄労働組合本部 第16回中央委員会報告、

他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 3  NO6　第3
巻第6号 0208040P 1949年10月20日 国鉄労働組合本部 成田中央委員会と地評議

長団、他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 4  NO1　第4
巻第1号　新年文芸特集号 020830A 1950年1月1日 国鉄労働組合本部

社会民主主義と組合運動
/輝やく深淵労働運動/興
和論議の流行、他

冊子 1 020830A 〜 G は
合本状

23 国鉄文化 Vol 4  NO2　第4
巻第2号 020830B 1950年2月15日 国鉄労働組合本部

1949年の回顧と批判 / 三
月闘争の意義 / 批判の精
神

冊子 1 020830A 〜 G は
合本状

23 国鉄文化 Vol 4  NO3　第4
巻第3号 020830C 1950年3月15日 国鉄労働組合本部

近代政治確立への斗い /
婦人運動の日常と現況 /
二十五年度予算批判、他

冊子 1 020830A 〜 G は
合本状

23 国鉄文化 Vol 4  NO4  第4
巻第4号 020830D 1950年4月20日 国鉄労働組合本部

3年間の想出 / 國會共斗 /
英国見たまま　聞いたま
ま、他

冊子 1 020830A 〜 G は
合本状

23 国鉄文化 Vol 4  NO5　第5
号 020830E 1950年7月25日 国鉄労働組合本部

國鐡勞組の進路 / 國鐡の
帝銀事件 / 新しき藝術運
動、他

冊子 1 020830A 〜 G は
合本状

23 国鉄文化 Vol 4  NO6　第6
号 020830F 1950年10月15日 国鉄労働組合本部

先任権の理解について /
朝鮮事件を巡る國際政局
/変転する農村経済/赤追
放の旋風、他

冊子 1 020830A 〜 G は
合本状

23 国鉄文化 Vol 4  NO7　第7
号 020830G 1950年12月25日 国鉄労働組合本部

封日興和をめぐる国際政
局 / 大会批判 / 二十六年
度予算と国民経済 / 国会
を如何に闘ったか、他

冊子 1 020830A 〜 G は
合本状

23 国鉄文化 Vol 5  NO1　第5
巻第1号 0208310A 1951年1月25日 国鉄労働組合本部

緊迫せる情勢と我らの進
路 / 興和をめぐる内外の
情勢 / 二六年度政治経済
の見透し、他

冊子 1 0208310A〜Gは
合本状

23 国鉄文化 Vol 5  NO2  第5
巻第2号 0208310B 1951年3月25日 国鉄労組本部

日本経済の新動向 / 職場
の組合役員に訴う / 傍聴
者の放言 / 労働者と経済
/ 國鐡労働運動の黎明期、
他

冊子 1 0208310A〜Gは
合本状

23 国鉄文化 Vol 5  NO3  第5
巻第3号 0208310C 1951年5月25日 国鉄労組本部

でたらめの自立経済計画
/ 現情勢と国鉄大会の意
義 / 座談会　オルグ講座
を終えて、他

冊子 1 0208310A〜Gは
合本状

23 国鉄文化 Vol 5  NO4　第4
号 0208310D 1951年7月25日 国鉄労組本部

圧迫に抗して前進 / 日本
経済協力の動向 / 大会傍
聴記 / 私と組合運動、他

冊子 1 0208310A〜Gは
合本状

23 国鉄文化 Vol 5  NO5　第5
号 0208310E 1951年8月25日 国鉄労組本部

文教活動の指針 / アジア
の流れと日本 / 欧米の動
きと日本、他

冊子 1 0208310A〜Gは
合本状

23 国鉄文化 Vol 5  NO6　第6
号 0208310F 1951年10月25日 国鉄労組本部

労働法規の改変とストラ
イキ権 / 講和と世相 / 第
二回オルグ講座を終えて、
他

冊子 1 0208310A〜Gは
合本状

23 国鉄文化 Vol 5  NO7　第7
号 0208310G 1951年12月25日 国鉄労組本部

1951年を顧る / 講和後の
労働運動 / 組合教育特集
/組合の教育活動について
/ 労働組合に於ける教育
活動 / 組合の文化活動に
ついて、他

冊子 1 0208310A〜Gは
合本状

23 国鉄文化 Vol 6  NO1　第6
巻第1号 0208040Q 1952年1月25日 国鉄労働組合本部 年末闘争を顧る、他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 6  NO2　第6
巻第2号 0208040R 1952年3月25日 国鉄労働組合本部 創立記念特集、他 冊子 1

23 国鉄文化 Vol 6  NO3　第6
巻第3号 0208040S 1952年6月1日 国鉄労働組合本部

斗いの方途 / 勞働運動の
自主性 / 総選挙の封策 /
二つのオルグ講座 / 講座
だけに終わらせたくない
/ オルグ講座の印象、他

冊子 1

23 国鉄文化 Vol 6  NO5　第6
巻第5号 0208040T 1952年9月4日 国鉄労働組合本部

伊丹飛行基地を見る / 組
合の権利を守れ / 交渉部
/ 斗いの前途、他

冊子 1

23 国鉄文化 Vol 6  NO6　第6
年第6号 0208040U 1952年12月15日 国鉄労働組合本部

婦人部長よもやま話 / 北
京平和会議と日本 / 公共
企業体の意図したもの、
他

冊子 1
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23 国鉄文化  第7年第1号 0208320A 1953年2月20日 国鉄労働組合本部
春季斗争の展望 / ウィー
ン平和大会 / 公労法にお
ける争議権、他

冊子 1 0208320A〜Gは
合本状

23 国鉄文化  第7年第2号 0208320B 1953年4月20日 国鉄労働組合本部
経営者の意図 / 組合運動
と文化人 / 文学サクルを
作ろう、他

冊子 1 0208320A〜Gは
合本状

23 国鉄文化  第7年第3号 0208320C 1953年6月20日 国鉄労働組合本部
戦争と国鉄のあゆみ / 日
本の軍事基地化と国鉄輸
送について、他

冊子 1 0208320A〜Gは
合本状

23 国鉄文化  8月号 0208320D 1953年7月20日 国鉄労働組合本部
職制の圧迫 / 逆コースに
便乗する悪場長 / 鬼怒川
大会の記録、他

冊子 1 0208320A〜Gは
合本状

23 国鉄文化  9月号 0208320E 1953年9月20日 国鉄労働組合本部
砂丘に翻る赤旗 / 合唱を
やめて小唄をならえ / 朝
鮮休戦はどうなる？、他

冊子 1 0208320A〜Gは
合本状

23 国鉄文化  10・11月合併
号 0208320F 1953年10月25日 国鉄労働組合本部

平和経済における国鉄 /
年末斗争特集 / 年末斗争
をかく斗う、他

冊子 1 0208320A〜Gは
合本状

23 国鉄文化  12月号 0208320G 1953年11月25日 国鉄労働組合本部
青年婦人のみなさんへ /
村八分に坑して / 赤間く
んのことなど / 私たちの
恋愛と結婚、他

冊子 1 0208320A〜Gは
合本状

23 国鉄文化　1月号　第8年
第1号 0208040V 1954年1月1日 国鉄労働組合本部 1954年の展望 / 日本をゆ

り動かした三日間、他 冊子 1

23 国鉄文化　2月号　第8年
第2号 0208040W 1954年2月15日 国鉄労働組合本部

ファシズム的不当処分そ
れとの斗い / 中央委員会
の会場にて / 鎌倉中央委
員会の記録 / 国鉄合理化
と労働者、他

冊子 1

23 国鉄文化　3月号　第8年
第3号 0208040X 1954年3月25日 国鉄労働組合本部

國鐡官僚の今昔 / 職場闘
争の前提 / 三井礦山ゼロ
の闘い、他

冊子 1

23 国鉄文化　4・5月合併号
　第8年第4号 0208040Y 1954年5月15日 国鉄労働組合本部

第二十五回中央メーデー
/ 日本の従属化と国鉄労
働者 / 焼津あれこれ、他

冊子 1

23 国鉄文化　6・7月合併号
　第8年第5号 0208040Z 1954年6月20日 国鉄労働組合本部

上の山全国大会特集 / 上
の山大会の記録 / 新三役
に見参！ / 大会のある町
にて / 中闘の決意、他

冊子 1

23 国鉄文化　8月号　第8年
第6号 0208050A 1954年7月30日 国鉄労働組合本部

自衛隊の発足と国鉄の軍
事化 / 役員改選にみる機
労の現場 / オルグ活動に
ついて / 近頃腹を立てた
話 / 国際情勢について /
上ノ山大会の記録 / サー
クル通信、他

冊子 1

23 国鉄文化　9月号　第8年
第7号 0208050B 1954年9月10日 国鉄労働組合本部

近江絹糸の国鉄版盛岡駅
の実態 / 松川事件五周年
にあたり / 国鉄と石炭 /
国鉄労働者の息吹き / 当
局の ” 極秘 ” 文書 / 広島
に湧く国鉄のうたごえ /
ピケ破りに若手幹部を動
員、他

冊子 1

23 国鉄文化　10月号　第8年
第8号 0208050C 1954年10月20日 国鉄労働組合本部

国鉄の美術サークルにつ
いて / 国鉄文学会の概況
/国鉄詩運動の展望/全国
鉄コーラスサークル協議
会 / 詩 / 国民のための国
鉄【経営分析】/第三十七
回中央委員会の記録（臨
時編集部）/志免の実情/
松川事件と国鉄の闘い /
鉄道会館について、他

冊子 1

23 国鉄文化　11・12月合併
号　第8年第9号 0208050D 1954年12月10日 国鉄労働組合本部

秋期・年末闘争　新鶴見
操車場の闘い / 超過積載
の夜行列車 / 競技会廃止
に成功 / 田中機関士とそ
の子共たちの死を無駄に
するな / 線路審査と闘っ
た三年間の記録 / 田中事
件は氷山の一角（経営分
析）、他

冊子 1

23 国鉄文化　1月号　第9年
第1号 0208050E 1955年1月5日 国鉄労働組合本部

正月返上どんとこい / 座
談会 / 新中国を語る / 正
月随筆 / 釣吉先生 / 評論
/ 休暇戦術について考え
る、他

冊子 1 通巻56号
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23 国鉄文化　2月号　第9年
第2号 0208050F 1955年2月15日 国鉄労働組合本部

核心政党の統一に臨む /
闘争の集結を選挙へ / 家
族の立場から運転無事故
表彰制度に反対する / 第
三十八回中央委員会の記
録、他

冊子 1

23
国鉄文化　4月号　第9年
第4号　農民と労働者のた
めに

0208050G 1955年4月30日 国鉄労働組合本部

共済組合のボスと対決・
農民の勝利 / 農民めがけ
て増税 / メーデーの思い
出 / 赤軍進駐下のメ ー
デー / 結核と闘う歌日記
/ 天下りスローガンに反
対、他

冊子 1

23 国鉄文化　5月号　第9年
第5号 0208050H 1955年6月1日 国鉄労働組合本部

横浜岸根町の軍事基地反
対闘争 / 労働者文学の発
展のために / 美術「構内
デモ」の作者と作品 / 職
場の報告 / コーラスへの
職制の圧力を訴える、他

冊子 1 通巻60号

23 国鉄文化　6・7月合併号
　第9年第6号 0208050J 1955年7月10日 国鉄労働組合本部

どんな職場にものびてい
る合理化の芽 / 風呂場の
中にも職階制が / 産業の
危機と生産性向上運動 /
戦後における賃金の諸問
題、他

冊子 1

23
国鉄文化　10月号　特集
・犠牲者は守られている
か？　第10巻第9号

0208050K 1956年10月20日 国鉄労働組合本部文
教部

戦前の労働者の斗いと弾
圧 / 国鉄労働者の弾圧の
歴史 / 不公平な弾圧裁判
/旭川十二列車事件/ピケ
の中で、他

冊子 1 通巻第75号

23 国鉄文化　12月号 第10巻
第11号 0208050L 1956年12月10日 国鉄労働組合本部文

教部

生産性向上・経営合理化
の問題点 / 幹部教育はア
メリカ流に着々と実施さ
れている / 職場の報告 /
ものいえなかった職場か
ら仲間の首切りを守るま
で、他

冊子 1 通巻第77号

23 国鉄文化　11月号 第10巻
第10号 0208050M 1956年11月20日 国鉄労働組合本部文

教部

平和を守る斗いの焦点 /
旭鉄における経営合理化
/ 岐阜駅の小荷物の場合、
他

冊子 1 通巻第76号

23 国鉄文化　1月号　第11巻
第1号 0208050N 1957年1月15日 国鉄労働組合本部文

教部
静まり帰った大操車場 /
分会図書室/生活ノート、
他

冊子 1 通巻78号

23 国鉄文化　3月号　第11巻
第3号 0208050P 1957年3月10日 国鉄労働組合本部文

教部

南のはての職場から－九
州・大牟田の職場斗争＝
突破口を / ひらいた班の
斗いはつづく / 記録映画

「流血の砂川」を見て/独
占資本に奉仕する国鉄 /
サークル便り、他

冊子 1 通巻第80号

23 国鉄文化　5・6月号　第
11巻第5号 0208050Q 1957年6月15日 国鉄労働組合本部文

教部

斗争と世論 / 電話自動化
の反対斗争記録 / 新しい
慰安会の報告 / 生活ノー
ト、他

冊子 2 通巻第82号、2冊
あり

23 国鉄文化　8月号　第11巻
第8号 0208050R 1957年8月25日 国鉄労働組合本部文

教部

原水爆下の戦略体制 / 軍
縮会議の問題点 / つじつ
まの合わぬことばかり /
豊かなじんせいのプラン
/当面する諸問題について

（新潟斗争から秋季年末斗
争へ）、他

冊子 1 通巻第84号

23 国鉄文化　11月号　第11
巻第11号 0208050S 1957年12月20日 国鉄労働組合本部教

宣部

ある職場詰所での報告
（秋期斗争の経過とあっせ
ん案の受諾）/国鉄本社座
り込み籠城記、他

冊子 1 通巻第87号

23 国鉄文化　1月号　第12巻
第1号 0208050T 1958年1月1日 国鉄労働組合本部教

宣部
ソ連と欧州をめぐって /
職場ではこんな話がされ
ている、他

冊子 2 通巻第88号、2冊
あり

23 国鉄文化　4月号　第12巻
第4号 0208050U 1958年4月1日 国鉄労働組合本部教

宣部

局長、デモ隊に陳謝（国
会でも問題になる国鉄局、
警官隊の暴行）/当局の手
で第二組合はつくられた
/ 団結の力で前進の道ひ
らく、他

冊子 2 通巻第91号、2冊
あり

23 国鉄文化　7月号　第12巻
第7号 0208050V 1958年7月1日 国鉄労働組合本部教

宣部
座談会「衆議院選挙を終
えて」/来るべき不況と労
働者の斗争、他

冊子 1 通巻第94号

23 国鉄文化　9月号　松川事
件特集　第12巻第9号 0208050W 1958年9月15日 国鉄労働組合本部教

宣部
松川をめぐる二つの犯罪
/獄中からのお願い/楽観
できぬ最高裁の判決、他

冊子 1 通巻第96号
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23
国鉄文化　10月号　合理
化問題特集　第12巻第10
号

0208050X 1958年10月20日 国鉄労働組合本部教
宣部

座談会「国鉄五カ年計画」
といかに闘うか / 三千二
百組合員の死活をかけた
志免闘争 / 郷地下反対闘
争の天目山志免闘争の現
況、他

冊子 1 通巻第97号

23 国鉄文化　11・12月合併
号 第12巻第11号 0208050Y 1958年12月10日 国鉄労働組合本部教

宣部

非採算線区の合理化と闘
う（四鉄の小松島線、牟
岐線の場合）/機械化反対
闘争のなかで学んだこと
/ 客車清掃作業の民間委
託に反対する、他

冊子 1 通巻第98号

23 国鉄文化　3月号 第13巻
第3号 0208050Z 1959年3月10日 国鉄労働組合本部教

宣部
ILO 条約87号批准と組合
運動 / 失業をなくすため
に闘おう、他

冊子 1 通巻101号

23 国鉄文化　7月号　第13巻
第7号 0208060A 1959年7月1日 国鉄労働組合本部教

宣部
志免売山の全貌 / 合理化
への道すじ / 青い眼の見
た国鉄労組、他

冊子 1 通巻105号

23 国鉄文化　10月号　第13
巻第10号 0208060B 1959年11月1日 国鉄労働組合本部教

宣部
私たちも斗っている / 新
幹線の斗争 / 志免売山を
阻止して、他

冊子 1 通巻108号

23 国鉄文化　6・7月号　 0208060C 1960年7月1日 国鉄労働組合本部教
宣部

広島での感想 / 労働者階
級の文学の現状について、
他

冊子 1 通巻114号

23 国鉄文化　10月号　甲府
大会特集号 0208060D 1960年10月1日 国鉄労働組合本部教

宣部
第20回甲府大会の記録 /
来賓席からみた第20回大
会代議席から、他

冊子 1 通巻116号

23 国鉄文化　6月号　 0208060E 1963年6月1日 国鉄労働組合本部
闘うのも人間（職場を支
える人人　鉄道建設公団
の設立に反対する！）/新
総裁　石田礼助殿、他

冊子 1 通巻141号

23 国鉄文化　1・2月合併号
　 0208060F 1965年1月5日 国鉄労働組合本部

権利闘争ということ / 延
着ならまだよい / 年頭所
感/「闘争立会」雑感/復
活する軍国主義と日本の
労働者階級、他

冊子 1 通巻156号

23 国鉄文化　8月号　組織問
題特集　 0208060G 1965年8月5日 国鉄労働組合本部

組織問題特集 / 線路のつ
づく限りすべての職場で
組織をかためよう / 新た
な労働運動のはじまり、
他

冊子 1 通巻162号

23 国鉄文化　2月号　組合結
成20周年記念特集号　 0208060H 1966年2月5日 国鉄労働組合本部

抗争二十年のあしあと /
二十周年記念を迎えるに
あたって / 弾圧とたたか
う国鉄労働者のあゆみ、
他

冊子 1 通巻167号

23 国鉄文化　6月号　 0208060J 1966年6月5日 国鉄労働組合本部
鉄道営業法の改悪を粉砕
しよう / 第75回中央委員
会 /66春闘の記録・われ
らかくたたかえり、他

冊子 1 通巻170号

23 国鉄文化　10月号　 0208060K 1969年10月1日 国鉄労働組合本部
労働者教育を再度考えよ
う / 国鉄財政再建計画は
新潟でどのように進めら
れているか、他

冊子 1 通巻205号

23 国鉄文化 国鉄労組第18回
文芸年度賞作品集 020824A 1978年7月１日 国鉄労働組合教宣部 ルポ「闘いの栄光を担っ

て」、他 冊子 1

23 国鉄文化 国鉄労組第19回
文芸年度賞作品集 020824B 1979年7月１日 国鉄労働組合教宣部 小説「心細い日々」、他 冊子 1

23 先 駆　 VOL.1NO.2 2号　
第1巻第2号 0208080 1948年12月30日 国鉄労働組合青年部

青年運動の自己反省 / 方
向転換論と職場放棄につ
いて、他

冊子 1

23 月刊こくろう　70. ５　
NO.107 0208090 1970年5月 国鉄労働組合本部

営業合理化の性格とその
問題点/「国鉄経営の基本
計画」批判（2）/ 営業合
理化の性格とその問題点、
他

冊子 1

23 門鉄広場　NO16 020854A 1954年12月25日 国鉄労働組合門司地
方本部

特報・爆発する年末闘争
の中から / 特集ヤマのと
もだち / 現地ルポタ ー
ジュ、座談会、他

冊子 1

23 門鉄広場　NO33 020854B 1958年7月31日 国鉄労働組合門司地
方本部

特集・慰安会は喜ばれて
いるか / 特集・火のつい
た経営合理化、他

冊子 1

23 門鉄広場　NO36 020854C 1959年6月28日 国鉄労働組合門司地
方本部

特集・全国大会を迎えて、
他 冊子 1

24 闘いの展望－合理化の本
質と対策－ 0205810 1962年度 国鉄労働組合志免支

部 教宣資料 冊子 1

24 用語解説　権利・労働法、
合理化、賃金 0205820 1976年8月1日 国鉄労働組合

国鉄労働組合中央労働学
校　 通信教育科第６期

（後期）副読本
冊子 1
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24 志免鉱業所払下げ問題を
めぐって 0206150 1958年2月 国鉄労組志免支部 冊子 1 阿世賀輝雄氏発

行

24 配給所記録 0206160 不明 不明 国鉄共済職員労働組合名
の入った用紙 紙 1

24
志免払下げのねらいは何
か－学識経験者の批判と
提案－

0208110 1958年10月20日 国鉄労働組合門司地
方本部教宣部 基本統計データ含まれる 冊子 1

24 官廳新給與体系詳説 0208160 1948年 国鉄労働組合 参考資料 冊子 1

24 第28回定期大会資料 020819A 1961年10月28
日・29日

国鉄労組門司地方本
部志免支部 組合定期大会資料 冊子 1

24 第29回定期大会資料 020819B 1962年11月3日・
4日

国鉄労組門司地方本
部志免支部 冊子 1

24 運動方針（案）－閉山通
告に対する闘い方－ 0208200 1963年度 国鉄労働組合志免支

部 第30回定期大会 冊子 1

24 国労志免二十年 0208260 1966年7月29日 国鉄労組門司地本志
免支部 冊子 1 編集代表　阿世

賀輝雄氏

24
国鉄志免鉱業所払下げ問
題の批判と提案（調査報
告書） 

020872A 1958年10月1日 国鉄労働組合 冊子 3

24 組合員必携 0208850 不明 国鉄労働組合志免支
部 冊子 2 基本統計あり、2

冊あり

24 第28回定期支部大会資料
及び議題（財政部関係） 0208980 1961年10月28

日・29日 国労門地本志免支部 組合定期大会資料 冊子 1

24 第十一回定期総会議案 0209000 1962年9月26日 福岡県鉱害対策被害
者組合連合会 定期総会議案資料 冊子 1

24 第25回支部定期大会資料 0209030 1959年10月22
日・23日

国鉄労組門司地方本
部志免支部 組合定期大会資料 冊子 1

24
国鉄志免鉱業所　長期安
定経営は可能である（志
免の実態と提案）

0209110 1959年4月20日 国鉄労働組合 冊子 1 基本統計あり

24 月刊　レール　7・8月号 0209130 1959年8月31日 国鉄労働組合本部 特集：志免闘争の記録 冊子 1 経過について詳
細な記述

24 闘争写真集－国鉄志免炭
鉱売山反対 0209140 1959年7月 国鉄労組門司地方本

部志免支部情宣部 冊子 1

24 志免鉱業所閉山の本質と
批判　 020915A 1963年9月 国鉄労働組合 冊子 2 閉山時基本統計

データ含む

24 調査月報　No15　10月号 0209170 1958年10月 国鉄労働組合

仙台地方本部婦人部が
行った2つの調査結果/国
鉄労働者のくらしを訪ね
て / 志免炭鉱の払下げを
許してはならぬ、他

冊子 1 基本統計データ
含む

24 （不明）金沢大会特集号 0209420 1948年11月30日 国鉄労働組合文化部 冊子 1
24 国労文化 9月号 0208070A 1977年9月1日 国鉄労働組合教宣部 特集：豊かな暮らし、他 冊子 1

24 国労文化 12月号 0208070B 1977年12月1日 国鉄労働組合教宣部 地方大会の討論から　札
幌・名古屋、他 冊子 1

24 国労文化 1月号 0208070C 1978年1月1日 国鉄労働組合教宣部 78国民春闘に全力を / 新
春お笑い大行進、他 冊子 1

24 国労文化 2月号 0208070D 1978年2月1日 国鉄労働組合教宣部

民主的規制の闘いの期待
と若干の論点－高木郁朗
/78春闘の闘魂－国労、総
評、鉄弘労、私鉄総連、日
航乗務員組合・乗員組合、
全海連、他

冊子 1

24 国労文化 3月号 0208070E 1978年3月1日 国鉄労働組合教宣部

78国民春闘をどう闘う
か－本部企画部長武藤久
/ 本部業務部長山崎俊一
氏に聞く－貨物合理化と
53.10にむけて、他

冊子 1

24 国労文化　4月号 0208070F 1978年4月1日 国鉄労働組合教宣部
青函トンネルと国鉄再
建－瀬谷英行 / 特集　先
輩に一言、後輩に一言、
他

冊子 1

24 国労文化　5・6合併号 0208070G 1978年5月1日 国鉄労働組合教宣部
あらゆる領域から反独占
の闘いを－飛鳥田一雄 /
民主的規制の組織的課
題－高木郁朗、他

冊子 1

24 国労文化 7月号 0208070H 1978年7月1日 国鉄労働組合教宣部
78国民春闘の記録 / 武井
孝男の文学－小田美智男、
他

冊子 1

24 国労文化　8月号 0208070J 1978年8月1日 国鉄労働組合教宣部 文化活動の意義－野間宏、
他 冊子 1

24 国労文化　9月号 0208070K 1978年9月1日 国鉄労働組合教宣部 第40回定期全国大会、他 冊子 1

24 国労文化 10月号 0208070L 1978年10月1日 国鉄労働組合教宣部
生き方のこととしての運
動実践のすすめ－大堀孝
雄 / 私の「ふるさと」論、
他

冊子 1

24 国労文化 11・12月合併号 0208070M 1978年12月1日 国鉄労働組合教宣部 損害賠償訴訟－青木宗也
中山和久　籾井常喜、他 冊子 1
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24 国労文化 1月号 0208070N 1979年1月1日 国鉄労働組合教宣部

大衆闘争を重視し企業主
義を克服しよう－岩井章
/ 新春お笑い大行進　若
者の正月　かえ歌　狂歌
百人一首、他

冊子 1

24 国労文化 2月号 0208070P 1979年2月1日 国鉄労働組合教宣部 座談会　 当世若者気質
/53.10反合の教訓、他 冊子 1

24 国労文化 3月号 0208070Q 1979年3月1日 国鉄労働組合教宣部 79春闘へ、がんばる仲間
/郵政マル生闘争報告、他 冊子 1

24 国労文化 4月号 0208070R 1979年4月1日 国鉄労働組合教宣部
本四架橋と住民と国鉄－
山田国広 / 文化闘争方針
になにをのぞむか、他

冊子 1

24 国労文化　5・6月合併号 0208070S 1979年6月1日 国鉄労働組合教宣部
直営医療機関を守ろう－
千葉信夫 / ルポルタ ー
ジュ　日航マル生のもた
らしたもの、他

冊子 1

24 国労文化 7月号 0208070T 1979年7月１日 国鉄労働組合教宣部
職場の活動家が語る79春
闘のあれこれ / 谷合書記
長にきく　80年代にむけ
て国労の進むべき道、他

冊子 1

24 国労文化 8月号 0208070U 1979年8月1日 国鉄労働組合教宣部 特集　国鉄共済年金 / あ
あ忘れじの大衆小説、他 冊子 1

24 国労文化 9月号 0208070V 1979年9月1日 国鉄労働組合教宣部 特集　第41回定期全国大
会、他 冊子 1

24 国労文化 10月号 0208070W 1979年10月1日 国鉄労働組合教宣部 文化・文化闘争を考える
－小松方正、他 冊子 1

24 国労文化 5・6月合併号 0208070X 1981年6月1日 国鉄労働組合教宣部 国労の文化活動、他 冊子 1




